
２.農村ＲＭＯとは
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中山間地域の保全のための農村型地域運営組織（農村RMO）のイメージ
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自治会・町内会
婦人会・ＰＴＡ
社会福祉協議会
など

事務局

協議機能

※農村型地域運営組織（農村RMO：Region Management Organization）
複数の集落の機能を補完して、農用地保全活動や農業を核とした経済活動と併せて、

生活支援等地域コミュニティの維持に資する取組を行う組織。
なお、農村RMOは、RMOの一形態と整理している。

集落協定
集落営農
農業法人
など

（小学校区程度のエリア）
事業の実施実行機能協議会（総会）

地域ぐるみの農地の保全・活用 直売所を核とした域内経済循環 集荷作業と併せた買い物支援

農村RMO形成は、上記のように連携するパターンの他、
農に関する組織が生活支援の取組に着手するものや、
生活支援の実施組織が農用地保全に着手するものがある

地
域
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン

資源管理 生産補完
農業振興 生活扶助

「農村空間を管理」し、農産物供給、景観、レクレーション等「地域資
源」を活用、さらに交流や居住等「生活」の空間として活用。

○ 複数の集落による集落協定や農業法人など農業者を母体とした組織と、自治会、社会福祉協議会など多様な地域の
関係者とが連携して協議会を設立し、地域の将来ビジョンを策定。これに基づき、農村RMOの活動の基礎となる
 農用地等の保全、地域資源の活用、生活支援に係る各事業を実施。



公民館

パターン② 農用地を保全する組織が、活動内容を発展させ、
農村RMOに発展。

A集落

･水路の清掃・草刈り
･農道等の管理
･農村景観の保全 等

活動が発展

農村RMO

農用地保全活動

B集落 C集落

中山間地域等
直接支払組織 など

･買い物支援
･移動支援
･高齢者福祉 等

生活支援活動

･農家レストラン
･農産物加工販売
･体験交流事業 等

生活支援活動

社会教育活動と連携した
地域で支え合うむらづくり

農用地を
保全する組織

パターン① 農用地を保全する組織が、地域の組織にアプローチ
することで農村RMOに発展。

連携し
農村ＲＭＯに

発展

農村RMO

社会福祉協議会

･買い物支援
･移動支援
･高齢者福祉 等

生活支援活動

一般RMO

自治会 等
公民館A集落

･水路の清掃・草刈り
･農道等の管理
･農村景観の保全 等

農用地保全活動

B集落 C集落

中山間地域等
直接支払組織 など

農用地を
保全する組織 地域の組織

パターン③ 地域の組織が、中山間地域等直接支払の集落協定等
にアプローチすることで農村RMOに発展。

A集落

･水路の清掃・草刈り
･農道等の管理
･農村景観の保全 等
（A集落・C集落は活動が
停滞し、連携が取れない）

高齢化で悩む
集落をサポート

農村RMO

農用地保全活動

B集落 C集落

中山間地域等
直接支払組織 など

農用地を
保全する組織

人材等の支援

社会福祉協議会

･買い物支援
･移動支援
･高齢者福祉 等

生活支援活動

一般RMO

自治会 等
公民館

地域の組織

農村RMO形成のアプローチ（主な３つの例）
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〇 農村RMOの活動を進めるにあたっては、既存の組織
 を活用するパターンが多く、新しい組織の立ち上げ
を必須とするものではありません。

〇 また、この他、地元有志が新たに組織を立ち上げる
 パターン等もありますが、農村RMOを形成するまでの
過程は地域状況等に応じて多種多様であるため、
 地域住民の皆様による十分な話合いが必要不可欠と
 なります。



農村RMOの活動プロセス（イメージ）
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【年数】

・共通認識を持つ
 ・主体性の発揮

立ち上げ期 定着期

農村RMOのきっかけとなる活動への
機動的なサポート

組織運営や取組実施の円滑化
地域をサポートする中間支援組織の育成

取組拡大に向けた
専門的なアドバイス（技術面・経営面）

・農村RMOに向けた体制づくり

【伴
走
支
援
】

形成期

有志による話合い

将来ビジョン

ワークショップによる合意形成

イベントを通じた
農村関係人口の創出・拡大将来ビジョンの検討 農用地保全の実証

地域課題の把握

高齢者の移動を支援

地域特産物販売による
収益確保

ドローン防除作業の受託

地域住民による
農用地の保全

事務局職員の安定雇用

・農村RMOの活動継続

・将来ビジョンの策定
・農用地保全、地域資源活用、生活支援
に関する調査、計画策定、実証事業等

・活動する体制の安定化により、攻めの取組にチャレンジ
・様々な課題に対応するために、事業が多角化
・参画者の多角化（様々な世代の人、地域内外の人）

・持続的な活動に
 向けて発展

・農村RMOに関する機運醸成
・農村RMO形成の裾野の拡大

・農村RMOモデル地区の形成
・優良事例の横展開

農村RMOサポート体制を構築し、地域の実情に応じたサポートを実施
（関係府省と連携し、都道府県に中間支援組織を設立した上で、農村RMOモデル地区を立ち上げる市町村数の拡大）
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